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性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用 高　橋　晃一郎　高　橋　晃一郎　Koichiro TakahashiKoichiro Takahashi
堀　　　長　生　堀　　　長　生　Nagao HoriNagao Hori

　１．はじめに　１．はじめに

　　20002000年の建築基準法の大改正以降，耐火や避難の分野で年の建築基準法の大改正以降，耐火や避難の分野で

は耐火性能検証法や避難安全検証法による性能検証法が確は耐火性能検証法や避難安全検証法による性能検証法が確

立され，既に実物件の設計に多く生かされている。立され，既に実物件の設計に多く生かされている。

　一方，出火防止及び初期火災拡大防止に重要な役割を持　一方，出火防止及び初期火災拡大防止に重要な役割を持

つ内装防火設計については旧建設省総合技術開発プロジェつ内装防火設計については旧建設省総合技術開発プロジェ

クト「防・耐火性能評価技術の開発」（通称、防・耐火総クト「防・耐火性能評価技術の開発」（通称、防・耐火総

プロ）において，内装防火設計の性能規定化を目的としてプロ）において，内装防火設計の性能規定化を目的として

研究を行い，様々な課題が抽出されたが未解決な部分も多研究を行い，様々な課題が抽出されたが未解決な部分も多

い。い。

　また，建築基準法の改正により導入されたコーンカロ　また，建築基準法の改正により導入されたコーンカロ

リー計試験は防火材料の大臣認定取得のための性能評価試リー計試験は防火材料の大臣認定取得のための性能評価試

験機として定着し，これまでに新素材を含む多くの建築材験機として定着し，これまでに新素材を含む多くの建築材

料に関する膨大な燃焼データが蓄積されてきている。コー料に関する膨大な燃焼データが蓄積されてきている。コー

ンカロリー計試験から得られた材料固有の燃焼特性データンカロリー計試験から得られた材料固有の燃焼特性データ

は防火性能の評価だけでなく，内装防火設計や室火災拡大は防火性能の評価だけでなく，内装防火設計や室火災拡大

予測モデルための基礎データとして利用価値が高いと期待予測モデルための基礎データとして利用価値が高いと期待

されている。されている。

　本稿では室火災拡大予測，及び内装防火設計に対する　本稿では室火災拡大予測，及び内装防火設計に対する

コーンカロリー計による燃焼試験データの活用事例を示すコーンカロリー計による燃焼試験データの活用事例を示す

とともに，性能的防火設計への有用性について述べる。とともに，性能的防火設計への有用性について述べる。

　２．コーンカロリー計試験の概要　２．コーンカロリー計試験の概要
　　　　

  従来の内装材料の燃焼試験装置では，各材料固有の発熱従来の内装材料の燃焼試験装置では，各材料固有の発熱

量を直接計測することが困難であったため，試験炉の温度量を直接計測することが困難であったため，試験炉の温度

や排気ガスの温度などの代替性能値を測定してその防火性や排気ガスの温度などの代替性能値を測定してその防火性

能を判断していた。しかし，建築基準法の改正により，能を判断していた。しかし，建築基準法の改正により，

ISO5660-1ISO5660-1に沿った世界標準の試験方法としてに沿った世界標準の試験方法としてFig.1 Fig.1 に示すに示す

コーンカロリー計が取り入れられ，国際的な調和がはからコーンカロリー計が取り入れられ，国際的な調和がはから

れた。れた。

　３．室火災拡大予測モデルへの活用例　３．室火災拡大予測モデルへの活用例

3.13.1　カールソンモデルの概要　カールソンモデルの概要

　室火災の拡大予測には　室火災の拡大予測にはFig.2Fig.2に示すようなルームコーナーに示すようなルームコーナー

試験（試験（ISO9705ISO9705にて規定）による実大火災実験が行われていにて規定）による実大火災実験が行われてい

る。一方で計算による室火災拡大予測モデルの研究も進める。一方で計算による室火災拡大予測モデルの研究も進め

られており，ルンド大学のカールソン博士らが開発したモられており，ルンド大学のカールソン博士らが開発したモ

デル（以下，カールソンモデルと称す）は，コーンカロデル（以下，カールソンモデルと称す）は，コーンカロ

リー計試験により得られた燃焼特性データを用いることにリー計試験により得られた燃焼特性データを用いることに

よりルームコーナー試験の火災拡大性状を予測するものでよりルームコーナー試験の火災拡大性状を予測するもので

ある。ある。

　モデルの火災シナリオは大きく　モデルの火災シナリオは大きく44 つのフェーズに分けらつのフェーズに分けら

れ，加熱開始かられ，加熱開始から1 01 0 分までの火災シナリオは，フェーズ分までの火災シナリオは，フェーズ

11：バーナーのみの燃焼：バーナーのみの燃焼  →→  フェーズフェーズ22：バーナー背面の壁：バーナー背面の壁

面着火および燃焼面着火および燃焼  →→  フェーズフェーズ33：天井面着火→天井面燃焼：天井面着火→天井面燃焼

拡大となっており，拡大となっており，1 01 0 分以降のシナリオはフェーズ分以降のシナリオはフェーズ44 ：：

バーナーの燃焼バーナーの燃焼  →→  天井面着火天井面着火  →→  天井面燃焼拡大となって天井面燃焼拡大となって

いる。いる。

3.23.2　入力データ　入力データ

　カールソンモデルによる室火災拡大の予測計算に必要な　カールソンモデルによる室火災拡大の予測計算に必要な

材料データの一覧を材料データの一覧をTable 1 Table 1 に示す。熱慣性および着火温度に示す。熱慣性および着火温度

ははL I F TL I F T 試験から算定しているが，これらの材料特性は，試験から算定しているが，これらの材料特性は，

コーンカロリー計試験などによって，火災環境に見合う何コーンカロリー計試験などによって，火災環境に見合う何

段階かの輻射熱に材料表面を暴露させて，着火に至る時間段階かの輻射熱に材料表面を暴露させて，着火に至る時間

と外部加熱強度を測定することによって予測することが可と外部加熱強度を測定することによって予測することが可

能である。発熱速度の時間的推移は，コーンカロリー計試能である。発熱速度の時間的推移は，コーンカロリー計試

験において，対象とする材料に外部加熱強度験において，対象とする材料に外部加熱強度50kW/m50kW/m22を与えを与え

た場合の発熱速度データを用いる。た場合の発熱速度データを用いる。

 

ISO 5660 Rate of heat release from building products 
建築材料の受輻射加熱状況下での燃焼性を求める。 

加熱強度は、フラッシュオーバー時の輻射強度に近い 50kW/m2とする。 

総発熱量と最高発熱速度により燃焼性を判定する。 

試験体 100×100mm 
 

排気ブロア 

レーザービーム煙濃度測定器 
排気フード 

供試体 

コーンヒーター 
ガス試料取出口 

スパーク 

着火装置 
O2,CO,CO2分析計 

ロードセル 

スート収集用 

フィルタ 

　　19821982年にアメリカで開発されたコーンカロリー計は，材年にアメリカで開発されたコーンカロリー計は，材

料が燃焼する際に，材料の化学組成にかかわらず，酸素消料が燃焼する際に，材料の化学組成にかかわらず，酸素消

費費1kg1kgあたりあたり13.1MJ13.1MJの熱が発生するという「酸素消費理論」の熱が発生するという「酸素消費理論」

に基づき，燃焼ガス中の酸素濃度を測定することによってに基づき，燃焼ガス中の酸素濃度を測定することによって

材料固有の発熱速度や発熱量等の燃焼特性値を測定する試材料固有の発熱速度や発熱量等の燃焼特性値を測定する試

験装置である。験装置である。

　この試験装置では僅か　この試験装置では僅か100mm100mm角の小さな試験体にて工学的角の小さな試験体にて工学的

な燃焼特性データが得られ，データは世界共通であるためな燃焼特性データが得られ，データは世界共通であるため

海外の研究者や研究機関とのデータの交換が可能となり，海外の研究者や研究機関とのデータの交換が可能となり，

火災拡大予測などの研究もグローバルに進められるように火災拡大予測などの研究もグローバルに進められるように

なった。なった。

Fig.1Fig.1　コーンカロリー計試験装置　コーンカロリー計試験装置

Table 1Table 1　入力データ　入力データ

Practical use of Cone Calorimeter Measurements forPractical use of Cone Calorimeter Measurements for
Performance-Based DesignPerformance-Based Design

 データ 単位 

kρc：熱慣性 kW2s/m4K2 
Tig：着火温度 ℃ 

Q
．

”c(t)：発熱速度 kW/m2 Cone CalorimeterCone Calorimeter

Input DataInput Data

◇特集◇特集  技術紹介　技術紹介　Technical ReportTechnical Report



性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用

 3.3 3.3 計算結果の例計算結果の例

　実際に化粧せっこうボード（厚さ　実際に化粧せっこうボード（厚さ13.5mm13.5mm、単位面積当た、単位面積当た

り質量り質量99．．47kg/m47kg/m22，着火温度，着火温度412412℃，熱慣性℃，熱慣性00．．57kW57kW22s/ms/m44KK22））

を例に計算した結果を以下に示す。を例に計算した結果を以下に示す。

　　Fig.3 Fig.3 はコーンカロリー計試験から得られた化粧せっこはコーンカロリー計試験から得られた化粧せっこ

うボードの発熱速度データである。カールソンモデルではうボードの発熱速度データである。カールソンモデルでは

当該材料がルームコーナー試験における小区画内の壁面と当該材料がルームコーナー試験における小区画内の壁面と

天井面に取り付けられた状態を想定し，室火災拡大を計算天井面に取り付けられた状態を想定し，室火災拡大を計算

し，フラッシュオーバーに至るまでの時間を予測していし，フラッシュオーバーに至るまでの時間を予測してい

る。る。Fig.4 Fig.4 は区画火災全体の発熱速度の時間的推移を示しは区画火災全体の発熱速度の時間的推移を示し

たものであり，これを基に火災の進展状況を解説すると以たものであり，これを基に火災の進展状況を解説すると以

下のようになる。下のようになる。

3030秒　　　：バーナー秒　　　：バーナー(100kW)(100kW)の燃焼の燃焼

3030，，7575秒　：バーナー秒　：バーナー(100kW)(100kW)＋バーナー背面側壁面＋バーナー背面側壁面

　　　　　　の燃焼　　　　　　の燃焼

7575～～165165秒秒  ：バーナー：バーナー(100kW)(100kW)＋バーナー背面側壁面＋バーナー背面側壁面

　　　　　　＋天井面の燃焼拡大　　　　　　＋天井面の燃焼拡大

165165～～420420秒：バーナー秒：バーナー(100kW)(100kW)＋天井面の燃焼＋天井面の燃焼

　　　　　　（天井面の燃焼領域の拡大は停止）　　　　　　（天井面の燃焼領域の拡大は停止）

420420～～600600秒：バーナー秒：バーナー(100kW)(100kW)の燃焼（バーナー背面側の燃焼（バーナー背面側

　　　　　　壁面、およびバーナーの燃焼とバーナー　　　　　　壁面、およびバーナーの燃焼とバーナー

　　　　　　背面側壁面の燃焼の影響を受ける天井面の　　　　　　背面側壁面の燃焼の影響を受ける天井面の

　　　　　　燃焼は終了）　　　　　　燃焼は終了）

600600～～615615秒：バーナー秒：バーナー(300kW)(300kW)の燃焼の燃焼

615615秒～　秒～　  ：バーナー：バーナー(300kW)(300kW)＋天井未燃部分の燃焼＋天井未燃部分の燃焼

                        拡大、フラッシュオーバー　拡大、フラッシュオーバー　

　カールソンモデルではこのようにルームコーナー試験装　カールソンモデルではこのようにルームコーナー試験装

置のような小区画において，壁と天井が単一材料で施工さ置のような小区画において，壁と天井が単一材料で施工さ

れた場合について火災拡大予測が可能である。れた場合について火災拡大予測が可能である。

　内装防火設計ではフラッシュオーバー　内装防火設計ではフラッシュオーバー((発熱速度が発熱速度が1MW1MWをを

超過すること超過すること)) の発生の有無や発生するまでの時間が安全の発生の有無や発生するまでの時間が安全

性の判定基準となる。そのため，コーンカロリー計から得性の判定基準となる。そのため，コーンカロリー計から得

られた各種材料の燃焼データを入力することによりフラッられた各種材料の燃焼データを入力することによりフラッ

シュオーバーまでの時間がどのように変化するかを検証すシュオーバーまでの時間がどのように変化するかを検証す

ることで，ルームコーナー試験のような実大規模の実験をることで，ルームコーナー試験のような実大規模の実験を

行わないでも火災性状予測が行え，合理的な性能的防火設行わないでも火災性状予測が行え，合理的な性能的防火設

計への適用が期待できる。計への適用が期待できる。

　ただし，現時点ではカールソンモデルはルームコーナー　ただし，現時点ではカールソンモデルはルームコーナー

試験よりも大きな区画の場合や，壁と天井がそれぞれ異な試験よりも大きな区画の場合や，壁と天井がそれぞれ異な

る材料で施工された場合は予測が困難であるため，実火災る材料で施工された場合は予測が困難であるため，実火災

との整合性の確認やモデルの更なる改良がいち早く進めらとの整合性の確認やモデルの更なる改良がいち早く進めら

れることが待ち望まれている。れることが待ち望まれている。

４．内装防火設計への活用例４．内装防火設計への活用例

　耐火性能検証法では，居室の火災室温度を推定するため　耐火性能検証法では，居室の火災室温度を推定するため

には，当該居室の発熱量の設定が必要である。には，当該居室の発熱量の設定が必要である。

　火災室の総発熱量は以下の　火災室の総発熱量は以下の33 種類の発熱量の合計値とし種類の発熱量の合計値とし

て求められる。て求められる。

Fig.2Fig.2　ルームコーナー試験装置　ルームコーナー試験装置

22

Room Corner Experimental apparatusRoom Corner Experimental apparatus

時　間　（秒）時　間　（秒）

Fig.3Fig.3　コーンカロリー計試験結果　コーンカロリー計試験結果
　　　（化粧せっこうボード　　　（化粧せっこうボード13.5mm13.5mm））

Result of Cone Calorimete TestResult of Cone Calorimete Test
(Gypsum board  13.5mm thickness)(Gypsum board  13.5mm thickness)

Fig.4Fig.4　カールソンモデル計算結果　カールソンモデル計算結果
　　　（化粧せっこうボード　　　（化粧せっこうボード13.5mm13.5mm））

Result of Calculation by Karlsson ModelResult of Calculation by Karlsson Model
(Gypsum board  13.5mm thickness)(Gypsum board  13.5mm thickness)

Table 2Table 2　内装用建築材料の単位発熱量　内装用建築材料の単位発熱量

Calorific Value of Unit of Interior MaterialsCalorific Value of Unit of Interior Materials

内装用建築材料
単位発熱量

(MJ/m2･mm)
　不燃材料 0.8
　準不燃材料 1.6
　難燃材料 3.2
　木材その他これに類するもの 8

ｶ ﾞ ｽｶ ﾞ ｽ 分析分析

ﾊﾞｰ ﾅ ｰﾊ ﾞ ｰ ﾅ ｰ

開 口 部開 口 部
3. 6 m3 . 6 m

2 . 4 m2 . 4 m

2 . 4 m2 . 4 m

発
熱

速
度

（
M

W
)

時　間　（秒）時　間　（秒）

フラッシュオーバーフラッシュオーバー( 1 M W )( 1 M W )
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表３ 内装の仕様と総発熱量（事務室）  

（事務室部分） ケース１ ケース２ 
コーンカロリー計
に よ る 実 測 値

部位 内装の仕様 
見付け 
面積 
(m2) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量
(MJ) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量 
(MJ) 

測定値 
(MJ/m2) 

発熱量
(MJ) 

天井 岩綿吸音板（塗装仕上げ）（不燃） 245.8 15.0 0.8 2,940 1.0 0.8 197 9.11 2,239

10.5 1.6 1,001
壁1 石膏ボード 12.5+9.5mm＋ 

ビニル壁紙0.6mm（準不燃） 
59.6 

12.5 0.8 596
1.0 1.6 95 12.81 763

1.0 3.2 259
壁2 石膏ボード 12.5mm＋ 

ビニル壁紙1.0mm（難燃） 
81.0 

12.5 0.8 810
1.0 3.2 259 11.32 917

床 カーペット 9mm（木材その他） 245.8 9.0 8.0 17,698 9.0 8.0 17,698 44.50 10,938

事務室の内装用建築材料の総発生量(MJ) 23,304(76%) 18,249(97%) 14,857(74%)

（  ）内は、床発熱量が全体に占める割合を示す。 
表４ 内装の仕様と総発熱量（会議室） 
（会議室部分） ケース１ ケース２ 

コーンカロリー計
に よ る 実 測 値

部位 内装の仕様 
見付け 
面積 
(m2) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量
(MJ) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量 
(MJ) 

測定値 
(MJ/m2) 

発熱量
(MJ) 

天井 岩綿吸音板（塗装仕上げ）（不燃） 81.9 15.0 0.8 983 1.0 0.8 66 9.11 746

10.5 1.6 1,586
壁1 石膏ボード 12.5+9.5mm＋ 

ビニル壁紙0.6mm（準不燃） 
94.4 

12.5 0.8 944
1.0 1.6 151 12.81 1,209

床 カーペット 9mm（木材その他） 81.9 9.0 8.0 5,897 9.0 8.0 5,897 44.50 3,645

会議室の内装用建築材料の総発生量(MJ) 9,410(63%) 6,114(96%) 5,600(65%)

（  ）内は、床発熱量が全体に占める割合を示す。 
表５ 内装の仕様と総発熱量（役員室） 

（役員室部分） ケース１ ケース２ 
コーンカロリー計
に よ る 実 測 値

部位 内装の仕様 
見付け 
面積 
(m2) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量
(MJ) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量 
(MJ) 

測定値 
(MJ/m2) 

発熱量
(MJ) 

天井 不燃木材24mm あらわし（不燃） 41.0 24.0 0.8 787 24.0 0.8 787 2.47 101

壁1 不燃木材24mm あらわし（不燃） 62.0 24.0 0.8 1,190 24.0 1.6 1,190 2.47 153

床 カーペット 15mm（木材その他） 41.0 15.0 8.0 4,920 15.0 8.0 4,920 64.30 2,636

役員室の内装用建築材料の総発生量(MJ) 6,897(71%) 6,897(71%) 2,890(91%)

（  ）内は、床発熱量が全体に占める割合を示す。 
表６ 内装の仕様と総発熱量（廊下） 

（廊下部分） ケース１ ケース２ 
コーンカロリー計
に よ る 実 測 値

部位 内装の仕様 
見付け 
面積 
(m2) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量
(MJ) 

厚さ
(mm)

単位発熱量
(MJ/m2･mm)

発熱量 
(MJ) 

測定値 
(MJ/m2) 

発熱量
(MJ) 

天井 岩綿吸音板（塗装仕上げ）（不燃） 122.9 15.0 0.8 1,475 1.0 0.8 197 9.11 1,120

10.5 1.6 1,937
壁1 石膏ボード 12.5+9.5mm＋ 

ビニル壁紙0.6mm（準不燃） 
115.3 

12.5 0.8 1,153
1.0 1.6 184 12.81 1,477

床 コンクリートスラブにウレタン樹脂
2mm（木材その他） 

122.9 2.0 8.0 1,966 2.0 8.0 1,966 47.95 5,893

廊下の内装用建築材料の総発生量(MJ) 6,531(30%) 2,347(84%) 8,490(69%)

（  ）内は、床発熱量が全体に占める割合を示す。 
表７ 法定不燃材料一覧 

国 土 交 通 省 告 示  

第 1400 号 で定 めら

れている不 燃 材 料  

コンクリート,れんが,瓦 ,陶 磁 器 質 タイル,繊 維 強 化 セメント板 ,厚 さが 3mm 以 上 の

ガラス繊 維 混 入 セメント板 ，厚 さが 5mm 以 上 の繊 維 混 入 ケイ酸 カルシウム板  

鉄 鋼 ，アルミニウム，金 属 板 ，ガラス，モルタル，しっくい，石 ，ロックウール，グラス

ウール板 ，厚 さが 12mm 以 上 のせっこうボード（ボード用 原 紙 の厚 さが 0.6mm 以

下 のものに限 る） 

 

Table 3  Table 3  内装仕様と総発熱量（事務室）　　内装仕様と総発熱量（事務室）　　Interior specification and calorific value (Office)Interior specification and calorific value (Office)

Table 4Table 4　内装仕様と総発熱量（会議室）　内装仕様と総発熱量（会議室）  　　　　Interior specification and calorific value (Conference room)Interior specification and calorific value (Conference room)

Table 5Table 5　内装仕様と総発熱量（役員室）　内装仕様と総発熱量（役員室）  　　 Interior specification and Interior specification and　　calorific value (VIP room)calorific value (VIP room)

Table 6  Table 6  内装仕様と総発熱量（廊下）内装仕様と総発熱量（廊下）  　　　　Interior specification and calorific value (Passage)Interior specification and calorific value (Passage)

Table 7Table 7　法定不燃材料一覧　　　　法定不燃材料一覧　　　Nonflammable Materials Provided in NotificationNonflammable Materials Provided in Notification

33

性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用性能的防火設計のためのコーンカロリー計の活用大林組技術研究所報　大林組技術研究所報　No . 7 0N o . 7 0



44

    ＊収納可燃物の発熱量＊収納可燃物の発熱量

　＊内装用建築材料の発熱量　＊内装用建築材料の発熱量

　＊隣接室からの侵入熱量　＊隣接室からの侵入熱量

　このうち，内装用建築材料の発熱量が内装防火設計の実　このうち，内装用建築材料の発熱量が内装防火設計の実

務でどの様に扱われているのか，また解決すべき問題点に務でどの様に扱われているのか，また解決すべき問題点に

ついて以下に検討する。ついて以下に検討する。

　内装用建築材料の発熱量は，国土交通省告示第　内装用建築材料の発熱量は，国土交通省告示第14331433号に号に

よってよってTable 2 Table 2 のように定められている。のように定められている。

　一方，実建物で適用されている内装用建築材料につい　一方，実建物で適用されている内装用建築材料につい

て，実際の発熱量を知るためにコーンカロリー計試験を実て，実際の発熱量を知るためにコーンカロリー計試験を実

施した。一般的に防火材料の性能評価は，不燃材料では，施した。一般的に防火材料の性能評価は，不燃材料では，

2020分間の試験時間で実施されているが，今回は火災時に内分間の試験時間で実施されているが，今回は火災時に内

装用建築材料から発生する発熱量を把握することが目的で装用建築材料から発生する発熱量を把握することが目的で

あったため，外部加熱強度あったため，外部加熱強度50kW/50kW/㎡で発熱速度がゼロになる㎡で発熱速度がゼロになる

まで試験を継続し，試験継続中の累積発熱量を総発熱量とまで試験を継続し，試験継続中の累積発熱量を総発熱量と

した。した。

　　Fig.5 Fig.5 に示す平面の各居室について，に示す平面の各居室について，Table 3 Table 3 ～～ Table 6 Table 6

に示すように内装の仕様と見付け面積に応じてその総発熱に示すように内装の仕様と見付け面積に応じてその総発熱

量を算定した。ここでケース量を算定した。ここでケース11とと22の計算結果は，国土交通の計算結果は，国土交通

省告示第省告示第14331433号に示す方法で算定したものである。ケース号に示す方法で算定したものである。ケース11

は、すべての内装材料に対して告示に示された単位発熱量は、すべての内装材料に対して告示に示された単位発熱量

を用いて算定したもので，ケースを用いて算定したもので，ケース22は、は、Table7Table7に示す国土交に示す国土交

通省告示第通省告示第14001400号で例示された法定不燃材料の発熱量をゼ号で例示された法定不燃材料の発熱量をゼ

ロとして算定したものである。ロとして算定したものである。

　実務上は、ケース　実務上は、ケース11またはケースまたはケース22の算定結果により運用の算定結果により運用

されており、算定方法について明確な基準はない。このされており、算定方法について明確な基準はない。この

ケーススタディでは、比較のためコーンカロリー計試験にケーススタディでは、比較のためコーンカロリー計試験に

よる実測値から算定した内装用建築材料の発熱量の結果による実測値から算定した内装用建築材料の発熱量の結果に

ついても示した。ついても示した。
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Fig.5Fig.5　発熱量算定に用いた室モデル　発熱量算定に用いた室モデル

この結果によると，一般的な事務室では、告示による算定この結果によると，一般的な事務室では、告示による算定

方法の方が，実測値に比べて内装用建築材料の発熱量が大方法の方が，実測値に比べて内装用建築材料の発熱量が大

きく見積もられることがわかった。　その理由として，居きく見積もられることがわかった。　その理由として，居

室（事務室・会議室・役員室）ではコーンカロリー計によ室（事務室・会議室・役員室）ではコーンカロリー計によ

る実測値に基づく発熱量の方が小さく，告示の値を使ってる実測値に基づく発熱量の方が小さく，告示の値を使って

算出した発熱量の方が大きくなっている（安全側の値を算出した発熱量の方が大きくなっている（安全側の値を

とっている）が，廊下についてはこの関係が逆転しておとっている）が，廊下についてはこの関係が逆転してお

り，コーンカロリーの実測値に基づく発熱量の方が告示のり，コーンカロリーの実測値に基づく発熱量の方が告示の

値を使って算出した発熱量に比べて大きくなっている。こ値を使って算出した発熱量に比べて大きくなっている。こ

の理由として床材料は，仕様規定で内装制限を受けないたの理由として床材料は，仕様規定で内装制限を受けないた

めに防火材料の指定を受けているものがない。そのため，めに防火材料の指定を受けているものがない。そのため，

告示による算定結果，及び実測値による算定結果では共告示による算定結果，及び実測値による算定結果では共

に，内装用建築材料の発熱量の内，床が占める割合は，に，内装用建築材料の発熱量の内，床が占める割合は，606 0

～～9 0 %9 0 %を占め，床の発熱量が大半を占めることが明らかとを占め，床の発熱量が大半を占めることが明らかと

なった。そして，床材料の発熱量は種類によって大きな差なった。そして，床材料の発熱量は種類によって大きな差

があり，特にウレタン樹脂のような塗り床仕上げの仕様でがあり，特にウレタン樹脂のような塗り床仕上げの仕様で

は，告示による算定結果に比べて実測値の方が発熱量が大は，告示による算定結果に比べて実測値の方が発熱量が大

きく実態と異なることによるものである。きく実態と異なることによるものである。

　しかし，一般的には居室においては告示による発熱速度　しかし，一般的には居室においては告示による発熱速度

の規定値はかなり安全側に設定されているので，コーンカの規定値はかなり安全側に設定されているので，コーンカ

ロリー計試験による発熱量の実測値を活用することによロリー計試験による発熱量の実測値を活用することによ

り，より実態に近い火災性状予測を行うことができ，つまり，より実態に近い火災性状予測を行うことができ，つま

りこの性能に見合った合理的な予測により性能的防火設計りこの性能に見合った合理的な予測により性能的防火設計

が可能になるものと期待できる。が可能になるものと期待できる。

　　

　５．まとめ　５．まとめ

　カールソンモデルは，コーンカロリー計試験により小型　カールソンモデルは，コーンカロリー計試験により小型

の試験体から得られる燃焼特性データを入力することで，の試験体から得られる燃焼特性データを入力することで，

ルームコーナー試験のような実大規模試験を実際に行わなルームコーナー試験のような実大規模試験を実際に行わな

いで火災拡大性状予測が可能であり，合理的な性能的防火いで火災拡大性状予測が可能であり，合理的な性能的防火

設計を行うためにも有用であると考えられる。今回の検討設計を行うためにも有用であると考えられる。今回の検討

でも仕上げ材料の種類が単一で，ルームコーナー試験装置でも仕上げ材料の種類が単一で，ルームコーナー試験装置

のような小区画であれば実火災との整合性が高いことが確のような小区画であれば実火災との整合性が高いことが確

認された。認された。

　また　また,, 内装防火設計において各種建築材料のコーンカロ内装防火設計において各種建築材料のコーンカロ

リー計試験機によるデータを適用することで，告示に示さリー計試験機によるデータを適用することで，告示に示さ

れるような発熱量を使用した場合に比べ，居室の総発熱量れるような発熱量を使用した場合に比べ，居室の総発熱量

を低減することが可能であった。このような実際の内装材を低減することが可能であった。このような実際の内装材

料の発熱量を直接測定することで合理的な性能的防火設計料の発熱量を直接測定することで合理的な性能的防火設計

を可能にするものと期待される。を可能にするものと期待される。
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